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　９月19日、野田中学校校庭で同校の体
育祭が行われました。２つの組に分かれ、
長縄跳びやタイヤ引き、応援合戦などで火
花を散らして競い合いました。
　終了後はお互いの健闘を笑顔で称え合い
ました。

呼吸を合わせてジャンプ！
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－特集－
決　算

　

９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の

令
和
元
年
度
決
算
認
定
８
件
に
つ
い
て
、
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
い
ず
れ
も
「
認
定
」
さ
れ
ま
し
た
。

健全財政を維持
特別会計決算を認定－

一般会計歳出決算額の推移 令和元年度の決算状況

各 会 計
決　算　額 収入未済額

(税金の滞納など)歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 44億1,456万円 40億1,816万円 1億15万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 6億5,945万円 5億6,730万円 1,428万円

後 期 高 齢 者 医 療 4,227万円 4,201万円 １万円

農業集落排水事業 5,621万円 4,707万円 １万円

漁業集落排水事業 1,240万円 749万円 0円

公 共 下 水 道 事 業 9億1,471万円 8億3,074万円 226万円

簡 易 水 道 事 業 2億1,004万円 1億9,205万円 86万円

国 民 宿 舎 事 業 4,014万円 3,392万円 0円

合　　計 63億4,982万円 57億3,878万円 1億1,758万円

※金額は表示単位未満を切り捨てして表示しているため
　合計と一致しない場合があります。
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度重なる災害乗り越え
令和元年度一般会計・

令和元年度の一般会計・各特別会計の財政健全化判断比率

令和元年度の公営企業会計の資金不足比率

監査意見

中川　昇
監査委員

中村　司
代表監査委員

・�各会計決算書等は適正に作

成されており、係数に誤り

はないと認められた。

・�各会計の執行と事務処理は

おおむね適正であった。

・�定額の資金を運用するため

の基金は目的に沿って適正

に運用されていると認めら

れた。

・�財政健全化判断比率・資金

不足比率はいずれも基準数

値を下回っており、健全財

政と認められた。

・�今後は、経常経費の削減や

収入未済額の解消など財政

状況を注視し、災害からの

復興と並行して地方創生に

向けて各種施策の推進を図

ること。

健 全 化 判 断 比 率 比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0 20.0

連 結 実 質 赤 字 比 率 － 20.0 30.0

実 質 公 債 費 比 率 7.1 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 － 350.0

公 営 企 業 会 計 名 比率 経営健全化基準

農 業 集 落 排 水 事 業 － 20.0

漁 業 集 落 排 水 事 業 － 20.0

公 共 下 水 道 事 業 － 20.0

簡 易 水 道 事 業 － 20.0

国 民 宿 舎 事 業 － 20.0

※比率が０％以下の場合は「－」と表記しています。
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ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
は

問

多
職
種
連
携
教
育

事
業
野
田
村
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
実
施
委
託
料
２
０
３
万

円
の
事
業
内
容
と
委
託
先

は
。答

村
内
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
住

民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
、
将
来
、
村
に

就
職
す
る
医
療
・
福
祉
・

保
育
関
連
の
人
材
確
保
と

各
協
会
団
体
と
の
関
係
構

築
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
も
の
で
、
岩
手

医
科
大
学
や
県
立
大
学
な

ど
の
学
生
20
名
が
村
内
で

押
川
先
生
や
村
長
に
よ
る

震
災
当
時
の
医
療
体
制
に

関
す
る
講
話
等
を
行
っ

た
。
委
託
先
は
株
式
会
社

電
通
で
あ
る
。

村
営
バ
ス
２
台
体
制

効
果
は

問

村
営
バ
ス
の
２
台

体
制
に
よ
る
効
果

と
利
用
率
は
。

答

山
ル
ー
ト
、
海

ル
ー
ト
、
市
内
循

環
で
１
日
計
14
便
を
運
行

し
て
お
り
、
昨
年
度
の
利

用
者
数
は
１
万
人
ほ
ど
で

前
年
度
比
２
４
０
０
人
ほ

ど
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

運
賃
の
無
料
化
も
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

燃
え
る
ご
み

収
集
回
数
の
検
討
は

問

近
年
の
ご
み
の
量

の
傾
向
は
。

答

一
人
当
た
り
に
す

る
と
29
年
度
で

８
０
３
ｇ
、
30
年
度
で

８
３
０
ｇ
、
元
年
度
で

８
２
１
ｇ
。
全
体
の
量
と

し
て
は
減
少
傾
向
だ
が
、

一
人
当
た
り
の
排
出
量
は

上
昇
傾
向
。

問

燃
え
る
ご
み
の
収

集
は
、
週
２
回
の

地
域
と
週
１
回
の
地
域
が

あ
り
、
今
後
は
同
じ
回
数

に
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
検

討
し
、
い
つ
頃
実
施
し
て

い
く
の
か
。

答

村
と
し
て
は
ご
み

を
減
量
化
し
、
現

状
維
持
ま
た
は
可
能
で
あ

れ
ば
２
回
の
と
こ
ろ
を
１

回
に
で
き
れ
ば
理
想
と

思
っ
て
い
る
。
現
状
、
燃

え
る
ご
み
と
資
源
ご
み
の

分
別
等
が
あ
ま
り
で
き
て

い
な
い
状
況
も
あ
る
た
め
、

周
知
を
徹
底
し
、
減
量
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

三
陸
鉄
道
支
援
事
業

内
容
は

問

三
陸
鉄
道
運
営
支

援
補
助
金
の
内
容

は
。答

三
陸
鉄
道
の
累
積

損
失
補
填
に
係
る

経
費
を
県
と
市
町
村
と
で

補
助
し
た
も
の
。

問

今
後
も
沿
線
市
町

村
と
県
で
負
担
し

て
い
く
と
な
る
と
財
政
面

が
危
惧
さ
れ
る
が
、
考
え

は
。答

運
営
協
議
会
で
三

陸
鉄
道
の
魅
力
発

信
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
企
画
し
て
乗
員
の
拡
大

に
努
め
て
い
き
た
い
。

決算特別委員会

お金の使い道を審査
　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど

計
８
件
の
案
件
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く
議
員
11
名

で
構
成
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
（
山
田
陽
子
委
員

長
）
で
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

９
月
18
日
の
定
例
会
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

公共交通機関の確保・維持のため
関係自治体の支援が求められます

さらなる利便性の向上が望まれます
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補
正
予
算

新
し
い
生
活
様
式
対
応
の

冠
婚
葬
祭
事
業
へ
補
助

　

国
が
示
し
た
「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た

冠
婚
葬
祭
を
行
う
意
欲
の

あ
る
村
内
事
業
者
に
対

し
、
建
物
・
空
間
や
設
備

を
整
備
す
る
た
め
の
経
費

を
支
援
す
る
も
の
で
、
冠

婚
葬
祭
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
用
の
通
信
機
器
等
の

経
費
も
対
象
と
な
る
。
事

業
の
対
象
は
、
株
式
会
社

の
だ
む
ら
で
「
国
民
宿

舎
え
ぼ
し
荘
」
に
新
た

に
通
夜
会
場
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。
総
事

業
費
２
７
０
０
万
円
の

う
ち
９
割
に
相
当
す
る

２
４
３
０
万
円
を
補
助
金

と
し
て
交
付
す
る
も
の
。

冠婚葬祭事業を支援
新しい生活様式に対応

　

第
５
回
村
議
会
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
18
日
ま

で
の
９
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
等
22
件
、
議
員
発

議
案
２
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
５
回
定
例
会
ま
で
に
受
理
し
た
請

願
１
件
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
請

願
１
件
に
つ
い
て
所
管
の
常
任
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
、
本
会
議
で
審
議
し

ま
し
た
。

コロナ禍を経てこれまでの慣習に
少しずつ変化が生じてきています

請 願
陳 情

受理番号 請願第１号 請願第４号

件　　名
「野田村に放射性廃棄物を持ち込

ませない条例（仮称）」制定につ
いての請願書

「安全・安心で、ゆきとどいた教
育実現につながる少人数学級」
の実現を求めることについての
請願書

請 願 者
宮古市
豊かな三陸の海を守る会
共同代表　横田  有平

盛岡市
少人数学級を実現する岩手の会
代表　田代  高章

紹介議員 古舘  幹男 山田  陽子、小野寺  光男

付 託 先 総務教民常任委員会 総務教民常任委員会

審査結果 採択
⇒村長へ請願送付

採択
⇒国へ意見書提出

事業者のニーズを把握して
幅広く支援していく必要があります

コ
ロ
ナ
収
束
後
見
据
え

新
規
事
業
等
へ
補
助

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
者
が
感
染
症
収

束
後
を
見
据
え
て
自
社
製

品
の
生
産
拡
大
や
販
路
開

拓
、
新
商
品
開
発
な
ど
に

つ
な
が
る
事
業
を
行
う
際

に
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
。
対
象
は
、
村
内

の
小
売
業
、
飲
食
業
、
製

造
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業

を
営
む
者
で
法
人
に
あ
っ

て
は
７
０
０
万
円
、
個

人
事
業
主
に
あ
っ
て
は

２
０
０
万
円
を
上
限
と
し

て
経
費
の
３
分
の
２
以
内

を
補
助
す
る
も
の
。
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一般
質問   村政を問う

　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分 となっており、１つの質問につき３回まで 質問する
ことができます。

中 川　大 和 議員（Ｐ７）

－ 小学校建設  小学校建設費用の見込額は －

小 野 寺 　豊 議員（Ｐ８）

－ 上水道  病原菌等の安全対策は －

古 舘　幹 男 議員（Ｐ９）

－ 三陸沿岸道路  玉川地区にインターチェンジを －

丹 野　和 子 議員（Ｐ１０）

－ 国民健康保険  被災者の窓口負担免除継続を  －

野 﨑　泰 斗 議員（Ｐ１１）

－ 災害対策  明内川の氾濫対策は －

山 田　陽 子 議員（Ｐ１２）

－ ＳＤＧｓ  「持続可能な未来」への取組みは －

中 川　　 昇 議員（Ｐ１３）

－ 消防団  装備品等の現状は －

米田　徳一郎 議員（Ｐ１４）

－ 医療  緊急指定病院の医療体制は  －

議員８人が登壇
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　小学校建設費用の見込額は

村長　当初の予定地では土地造成に７億円を見込んでいる

問

新
た
な
建
設
予
定
地
が

示
さ
れ
た
が
、
現
在
地

も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

の
土
地
造
成
や
用
地
取
得
も
含

め
た
建
設
費
用
は
ど
の
程
度
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

い
つ
正
式
に
候
補
地
が
決
定
し
、

い
つ
着
工
に
な
る
の
か
。

村
長

大
ま
か
な
試
算
と
し
て

は
、
校
舎
以
外
と
し
て

は
、
現
在
地
の
場
合
、
校
舎
解

体
に
２
億
７
０
０
０
万
円
、
仮

設
校
舎
建
設
に
２
億
７
０
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

当
初
の
候
補
地
の
場
合
は
、

土
地
造
成
に
７
億
円
、
そ
の
ほ

か
排
水
や
関
連
道
路
等
の
整
備

費
が
か
か
る
。
候
補
地
の
決
定

に
つ
い
て
は
、
再
度
、
21
世
紀

む
ら
づ
く
り
委
員
会
へ
諮
問

し
、
答
申
を
得
た
後
に
決
定
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
来
年

度
、
実
施
設
計
や
開
発
協
議
等

を
行
っ
た
の
ち
、
令
和
４
年
度

に
は
工
事
着
工
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

膨
大
な
費
用
が
掛
か
る

の
で
あ
れ
ば
、
現
在
地

に
建
設
す
る
こ
と
も
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
新
し
い

候
補
地
の
用
地
取
得
の
め
ど
は

立
っ
て
い
る
か
。

村
長

近
年
、
想
定
を
は
る
か

に
超
え
た
り
、
全
く
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
災
害
が
毎

年
の
よ
う
に
起
き
て
い
る
。
現

在
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
水
害
や
地
震
、
想
定
し
な
い

よ
う
な
災
害
等
を
考
慮
し
、
さ

ら
に
安
全
な
場
所
と
い
う
点
、

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
連
携
が
、

近
い
方
が
と
り
や
す
い
と
い
う

点
か
ら
中
学
校
の
そ
ば
の
候
補

地
を
示
し
た
。
用
地
取
得
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
最
終
決
定
で
は

な
く
、
予
算
も
決
定
し
た
状
況

で
は
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な

い
が
、
あ
る
程
度
働
き
か
け
を

行
っ
て
お
り
、
見
込
み
は
立
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

村
長
選
挙
の
去
就
は

問

令
和
３
年
２
月
の
村
長

選
挙
に
お
け
る
、
小
田

村
長
の
去
就
は
。

村
長

大
震
災
大
津
波
か
ら
の

復
旧
・
復
興
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
産
業
振
興
、

地
域
活
性
化
な
ど
、
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積

す
る
中
、
目
の
前
の
課
題
に
真

摯
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
決
定
し
て
い
な
い
。

問

現
在
の
状
況
で
は
、
時

期
の
判
断
は
難
し
い
と

思
う
が
、
い
つ
頃
を
め
ど
に
判

断
す
る
の
か
。

村
長

あ
ま
り
遅
く
な
い
時
期

に
判
断
し
、
皆
様
に
示

し
た
い
。

中 川　 大 和 議員

小学校建設

建物の建設費のほかに土地の造成費や
道路の新設費など多額の費用を見込む必要があります
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　病原菌等の安全対策は

村長　水質検査を実施している
小 野 寺　 豊 議員

事故が起こらないよう日頃の安全対策が重要です

上水道

問

上
水
道
の
施
設
に
よ
っ

て
バ
ラ
線
を
張
っ
た
所

と
そ
う
で
な
い
所
、
沈
殿
池
や

ろ
過
池
に
蓋
が
あ
る
所
と
な
い

所
が
あ
る
が
、
安
全
側
に
合
わ

せ
て
補
強
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
病
原
菌
等
の
汚
染

対
策
は
。

村
長

バ
ラ
線
の
設
置
が
な
い

施
設
で
も
フ
ェ
ン
ス
で

囲
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
定
の

安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
沈
殿
池
や
ろ
過
池

の
蓋
は
、
落
ち
葉
な
ど
が
多
い

場
所
で
施
設
の
維
持
管
理
上
必

要
で
あ
る
所
に
設
置
を
し
て
い

る
。
汚
染
対
策
は
、
一
般
細
菌

や
大
腸
菌
、
濁
度
な
ど
の
毎
月

の
水
質
検
査
の
ほ
か
、年
１
回
、

病
原
菌
等
を
含
め
た
原
水
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
汚
染

の
予
防
対
策
と
し
て
、
浄
水
の

濁
度
を
０
・
１
度
以
下
に
す
る

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
村
内
の

浄
水
場
は
全
て
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
。

問

沈
殿
池
や
浄
化
槽
内
に

動
物
が
入
り
、
そ
れ
が

原
因
で
事
故
が
起
き
た
と
い
う

こ
と
も
過
去
に
報
告
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
対
策
は
。

村
長

現
段
階
で
大
き
な
心
配

は
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、
担
当
職
員
等
が
見
回
り
を

し
な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め
て

い
く
。

ア
ジ
ア
民
族
造
形
館

運
営
の
方
向
性
は

問

開
館
か
ら
34
年
ほ
ど
が

経
過
し
、
村
の
観
光
資

源
と
し
て
大
い
に
貢
献
し
て
き

た
が
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
ふ
き

替
え
工
事
費
は
１
棟
あ
た
り
数

千
万
円
と
も
聞
く
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
形
で
運
営
し
て
い
く

の
か
方
向
性
を
示
せ
。

教
育
長

南
部
曲
が
り
家
の
保
存

を
兼
ね
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
文
化
と
日
本
文
化
の
接
点
を

探
り
、
ア
ジ
ア
へ
の
理
解
と
認

識
を
深
め
る
場
を
実
現
す
る
た

め
、
昭
和
61
年
に
開
館
し
た
。

そ
の
後
、
宿
泊
滞
在
も
で
き
る

曲
が
り
家
休
憩
施
設
「
苫
屋
」

の
整
備
等
に
よ
り
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
来

場
者
は
年
々
減
少
傾
向
と
な

り
、施
設
も
傷
ん
で
き
て
い
る
。

周
辺
地
域
は
、
古
き
懐
か
し
い

原
風
景
が
残
っ
て
お
り
、
大
学

等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
、
台
湾
な
ど
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
迎
え
る

場
と
し
て
活
用
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

問

古
い
建
物
を
見
て
ほ
し

い
の
か
、
展
示
物
を
見

て
ほ
し
い
の
か
掴
み
ど
こ
ろ
が

な
い
と
思
う
。外
観
は
良
い
が
、

内
部
に
あ
ま
り
に
も
手
が
加

わ
っ
て
古
い
か
や
ぶ
き
屋
根
の

趣
が
な
い
。
的
を
絞
っ
て
入
館

者
を
増
や
す
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と
し
て
も

展
示
物
等
を
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
関
係
当
局
と
も
相
談
し
な

が
ら
展
示
物
等
に
つ
い
て
は
変

化
を
加
え
る
な
ど
考
え
て
い
き

た
い
。

文化施設・観光施設の両面から
有効に活用されるよう検討が必要です
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　玉川地区にインターチェンジを

村長　必要性を訴え要望していきたい
古 舘　 幹 男 議員

今のところ緊急車両のみが通行できる
緊急連絡路が整備される計画です

三陸沿岸道路

問

三
陸
沿
岸
道
路
は
来
年

度
に
開
通
見
込
み
で
あ

る
が
、
玉
川
地
区
に
は
将
来
的

に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
必
ず

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
理
的
必
要
性
を
訴
え

要
望
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

村
長

玉
川
地
区
に
は
緊
急
車

両
が
通
行
で
き
る
緊
急

連
絡
路
が
整
備
さ
れ
、
救
急
車

な
ど
の
緊
急
車
両
の
退
出
路
と

し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
有
事
の

際
に
は
救
援
車
両
や
一
般
車
両

等
の
出
入
り
口
と
し
て
使
用
で

き
る
施
設
と
聞
い
て
い
る
が
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
必
要
性

を
強
く
訴
え
要
望
し
て
い
き
た

い
。

鳥
獣
被
害
の
情
報
共
有
を

問

熊
に
襲
わ
れ
、
救
急
搬

送
さ
れ
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
そ
ば
に
は
保
育
園

も
あ
り
心
配
で
あ
る
。
近
隣
市

町
村
と
情
報
共
有
、
連
携
を
し

て
い
る
か
。
県
全
体
で
の
環
境

整
備
が
大
事
で
あ
り
、
早
急
に

対
応
す
る
よ
う
訴
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

村
長

熊
の
出
没
情
報
が
例
年

よ
り
多
く
、
豚
舎
や
鶏

舎
等
へ
の
被
害
も
多
く
発
生
し

て
い
る
。近
隣
市
町
村
と
は「
久

慈
地
区
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
管
理
協

議
会
」
な
ど
で
情
報
共
有
し
て

い
る
ほ
か
、「
岩
手
県
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
連
絡
会
」
で
は
、

全
県
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る

ほ
か
各
種
研
修
会
を
開
催
し
て

い
る
。

問

子
供
が
１
人
で
行
動
す

る
こ
と
も
あ
り
不
安
だ

が
、
鈴
を
持
た
せ
る
な
ど
の
対

策
は
。

教
育
長

小
学
校
で
は
徒
歩
通
学

の
生
徒
に
鈴
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
る
。

宅
地
造
成
す
る
考
え
は

問

復
旧
、
復
興
が
進
み
、

保
育
料
の
無
償
化
、
教

育
環
境
の
充
実
し
て
い
る
野
田

村
に
住
み
た
い
と
考
え
る
若
い

方
々
が
い
る
と
聞
く
。問
題
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
の
貸
家
等

の
住
宅
不
足
、
宅
地
を
提
供
で

き
て
い
な
い
村
の
状
況
だ
と
思

う
が
、
村
と
し
て
宅
地
を
造
成

す
る
考
え
は
。

村
長

宅
地
造
成
事
業
に
あ

た
っ
て
は
、
造
成
地
と

な
る
村
有
地
の
確
保
の
問
題
や

造
成
地
等
の
需
要
の
動
向
、
採

算
性
な
ど
慎
重
に
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
新
築
住
宅
の
購
入
費
助
成

や
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
な
ど
の

定
住
促
進
事
業
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
な
ど
に
取
り
組
み
、
保

育
料
や
医
療
の
無
料
化
な
ど
、

子
育
て
に
優
し
い
村
で
あ
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

村
道
の
草
刈
り
を

行
う
基
準
は

問

村
道
で
ル
ー
ト
に
よ
り

草
刈
り
を
行
っ
て
い
る

ル
ー
ト
と
行
っ
て
い
な
い
ル
ー

ト
が
あ
る
が
基
準
は
。

村
長

草
刈
り
な
ど
除
草
作
業

は
、
交
通
量
の
多
い
村

道
や
そ
の
交
差
点
、
草
木
の
成

長
や
状
態
に
よ
り
、
作
業
ル
ー

ト
を
適
宜
変
え
な
が
ら
行
っ
て

い
る
。
天
候
や
除
草
作
業
以
外

の
業
務
な
ど
も
あ
り
、
計
画
ど

お
り
適
切
な
時
期
に
除
草
作
業

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

住む場所の確保が重要です
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　被災者の窓口負担免除継続を

村長　県に対して要望している
丹 野　 和 子 議員

村では県に対して免除の継続を要望しています

国保

問

国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
費
の
被
災

者
窓
口
負
担
免
除
は
本
年
12
月

末
で
打
ち
切
ら
れ
る
予
定
だ

が
、
被
災
者
の
生
活
は
、
地
域

や
仕
事
、
年
齢
等
に
よ
り
、
未

だ
に
復
興
で
き
ず
に
い
る
方
も

い
る
こ
と
か
ら
窓
口
負
担
免
除

の
継
続
は
、
今
後
も
続
け
ら
れ

な
い
か
。

村
長

経
済
面
で
の
不
安
や
心

身
の
不
調
を
抱
え
る
被

災
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
県
に

対
し
て
免
除
の
継
続
実
施
と
そ

の
財
政
支
援
を
継
続
し
て
要
望

し
て
き
た
。
県
で
は
継
続
実
施

に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
そ

の
判
断
を
待
つ
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問

「
事
業
者
応
援
給
付
金

事
業
」
は
、
売
上
の
減

少
率
が
20
％
以
上
50
％
未
満
の

事
業
者
に
対
し
て
10
万
円
ま
た

は
20
万
円
を
給
付
す
る
内
容
で

あ
る
。
当
初
予
算
化
し
た
件
数

に
対
し
て
実
績
が
少
な
い
と
思

う
が
、
利
用
状
況
と
今
後
の
周

知
に
つ
い
て
問
う
。

村
長

申
請
件
数
が
少
な
い
の

は
、
対
象
期
間
が
12
月

末
ま
で
で
あ
り
、
売
上
の
減
少

の
状
況
を
見
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
商
工
会

と
も
連
携
し
、
申
請
漏
れ
の
な

い
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

問

「
地
元
の
宿
応
援
割
事

業
」
の
宿
泊
者
の
利
用

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

村
長

８
月
末
現
在
で
村
内
３

つ
の
宿
泊
施
設
の
利
用

者
数
は
、
利
用
者
見
込
み
人
数

１
２
０
０
人
に
対
し
て
８
４
９

人
、
70
・
８
％
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。

問
「
農
業
持
続
支
援
事
業
」

「
漁
業
持
続
支
援
事
業
」

は
、
具
体
的
項
目
が
示
さ
れ
て

い
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
経
営

安
定
の
項
目
が
あ
る
。
そ
れ
ら

の
内
容
の
お
知
ら
せ
と
早
期
の

支
払
い
が
必
要
と
思
う
が
、
対

応
を
問
う
。
ま
た
、
国
の
持
続

化
給
付
金
と
の
併
用
は
可
能

か
。

村
長

こ
の
事
業
は
出
荷
量
や

経
費
の
実
績
に
対
す
る

補
助
を
予
定
し
て
お
り
、
周
知

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い

る
。
国
の
持
続
化
給
付
金
と
の

併
用
は
可
能
で
あ
る
。

問

教
育
環
境
整
備
事
業
の

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
は
、
音
楽
室
な
ど
の
特

別
教
室
も
含
め
て
完
了
し
た

か
。

教
育
長

今
年
７
月
に
小
中
学
校

の
普
通
教
室
と
特
別
支

援
教
室
の
全
て
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
が
完
了
し
た
。
特
別
教
室

は
、
今
後
、
段
階
的
に
整
備
し

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎ 

感
染
症
村
内
発
生
時
の
対
策

◎ 

加
齢
性
難
聴
の
実
態
と
対
策

◎ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
復
旧



災害対策は事前の対応が重要です

問

明
内
川
上
流
に
は
豪
雨

等
に
よ
る
倒
木
が
あ

り
、
こ
の
流
木
に
よ
る
氾
濫
が

心
配
だ
が
、
こ
れ
ら
河
川
の
災

害
対
策
は
。

村
長

地
域
住
民
か
ら
の
情
報

提
供
や
担
当
課
の
河
川

巡
視
に
よ
る
状
況
確
認
を
行

い
、
県
に
は
情
報
提
供
を
し
、

被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
対
応

を
要
望
す
る
。

問

台
風
、
豪
雨
等
に
よ
り

住
宅
に
浸
水
し
そ
う
な

箇
所
の
護
岸
工
事
等
の
考
え

は
。

村
長

河
川
の
護
岸
工
事
等
に

つ
い
て
は
、
災
害
等
の

際
に
県
と
の
協
議
を
し
な
が
ら

お
願
い
し
て
い
る
。
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
巡
視
し
な
が
ら

事
業
導
入
で
き
る
よ
う
工
夫
し

た
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
動
実
績
は

問

国
の
統
計
に
よ
る
と
、

今
後
、
認
知
症
の
激
増

が
予
想
さ
れ
る
が
、
村
と
し
て

も
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
設
置
す
る
な
ど
予
防
に
取

り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

後
の
活
動
等
現
状
は
。

村
長

現
在
、
認
知
症
や
そ
の

疑
い
の
あ
る
方
の
家
族

か
ら
の
相
談
は
な
く
、
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
の
実
績

は
な
い
。

問

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
家
族
に
寄
り
添
え

る
対
策
や
徘
徊
す
る
場
合
の
家

族
の
負
担
等
は
相
当
な
も
の
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
軽
減

対
策
は
。

村
長

経
費
等
の
こ
と
も
あ

り
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
形
で
で
き
る
か
、
代
わ

る
も
の
が
あ
る
か
検
討
し
た

い
。

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
は

問

日
々
の
生
活
が
大
変
な

生
活
困
窮
者
に
医
療
費

の
給
付
や
国
保
税
の
全
額
免
除

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

村
長

医
療
費
給
付
の
実
施
は

困
難
で
あ
り
、
高
額
療

養
費
制
度
等
の
現
行
制
度
の
周

知
を
図
る
。
国
保
税
に
つ
い
て

は
、
所
得
状
況
に
よ
る
軽
減
措

置
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
低
所

得
者
対
策
は
、
福
祉
灯
油
助
成

を
実
施
す
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
母
子

家
庭
で
は
食
事
回
数
や
食
事
量

を
減
ら
す
な
ど
大
変
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
支
出
を
切
り
詰

め
て
も
生
活
困
窮
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
策
は
。

村
長

現
行
制
度
と
様
々
な
軽

減
措
置
が
あ
る
。ま
た
、

商
品
券
を
配
布
し
て
い
る
。

議会だより　のだ　№ 153 －⑪

　明内川の氾濫対策は

村長　河川巡視などにより状況を確認
野 﨑　 泰 斗 議員

災害対策
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   「持続可能な未来」への取組みは

村長　まちづくりに取り組む村民の意識が必要
山 田　 陽 子 議員

ＳＤＧｓ

問

村
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
具
体
的
な
取
組
み
を

示
せ
。

村
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
事
業
を
は
じ
め
、

現
在
、
実
施
し
て
い
る
様
々
な
事

務
事
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

問

電
力
の
自
給
自
足
、
ご
み

ゼ
ロ
、
医
療
費
削
減
、
循

環
型
農
業
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

で
取
り
組
む
持
続
可
能
な
未
来
へ

の
岐
路
で
は
な
い
か
。

村
長

一
番
必
要
な
こ
と
は
村
民

に
関
心
と
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
。

問

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
機
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。ま
た
、

太
陽
光
発
電
の
蓄
電
池
へ
補
助
を

す
る
考
え
は
。

村
長

ご
み
に
関
し
て
は
、
ご
み

ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
に
は

ま
だ
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い

部
分
も
あ
る
の
で
少
し
ず
つ
進
め

て
い
く
。
蓄
電
池
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策

取
組
み
は

問

中
高
年
の
フ
レ
イ
ル
予
防

対
策
の
取
組
み
は
。ま
た
、

民
間
福
祉
施
設
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
再
活
用
の
考
え
は
。

村
長

働
き
盛
り
世
代
は
、
自
ら

の
選
択
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
民
間
福
祉
施
設
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
は
、
専
門
的

な
指
導
者
等
の
確
保
が
困
難
な
た

め
、
再
活
用
の
考
え
は
な
い
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送

再
検
討
す
べ
き

問

防
災
無
線
で
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
情
報
発
信
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
放
送
は
再
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

村
長

情
報
が
的
確
に
届
く
よ
う

努
力
し
て
い
く
。
ラ
ジ
オ

体
操
の
放
送
は
継
続
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

小
学
校
に
併
設
の
考
え
は

問

城
内
地
区
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
小
学
校
の
新
校

舎
に
併
設
す
る
考
え
は
。

村
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
児
童
が
増
加
し
て

お
り
、
小
学
校
の
新
築
整
備
を
進

め
る
中
で
保
護
者
の
意
向
を
調
査

し
、実
施
場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

問

玉
川
地
区
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
る
が
今
後
の
考
え
方
は
。

村
長

小
学
校
に
併
設
す
る
場
合

は
施
設
を
ま
と
め
て
１
か

所
に
す
る
考
え
だ
が
、
玉
川
保
育

所
の
新
築
計
画
も
聞
い
て
お
り
、

施
設
を
活
用
で
き
、
２
か
所
で
運

営
し
た
方
が
い
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
う
し
た
い
。
保
育
会
と
も
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
適
切
な
時
期
に

決
定
し
た
い
。

混
合
出
席
名
簿
導
入
は

問

児
童
、
生
徒
の
混
合
出
席

名
簿
導
入
の
考
え
は
。

教
育
長

岩
手
県
民
計
画
に
基
づ

き
、
小
学
校
は
本
年
度
か

ら
、
中
学
校
は
来
年
度
か
ら
使
用

す
る
。
岩
手
県
民
計
画
で
は
、
多

様
な
生
き
方
が
認
め
ら
れ
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

２
０
２
２
年
ま
で
に
混
合
出
席
名

簿
の
使
用
率
１
０
０
％
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。

１人１人が意識を持つことが大切です
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　装備品等の現状は

村長　計画的に整備している
中 川　 昇 議員

消防団

問

災
害
時
の
救
助
用
資
機

材
や
基
本
的
な
装
備
品

な
ど
消
防
団
の
装
備
の
整
備
の

現
状
と
課
題
認
識
を
問
う
。

村
長

消
防
施
設
整
備
５
か
年

計
画
に
よ
り
整
備
に
努

め
て
い
る
。
消
防
車
両
は
、
今

年
度
で
各
分
団
の
消
防
車
両
の

更
新
は
終
了
す
る
。防
火
衣
は
、

平
成
28
年
度
に
更
新
。
ジ
ェ
ッ

ト
シ
ュ
ー
タ
ー
と
防
火
水
槽
は

平
成
30
年
度
か
ら
計
画
的
に
増

設
し
て
お
り
、
今
後
も
消
防
団

と
連
携
を
図
り
、
計
画
的
な
整

備
に
努
め
た
い
。

問

整
備
が
遅
れ
て
い
る
も

の
は
な
い
か
。

村
長

優
先
順
位
を
付
け
な
が

ら
整
備
を
し
て
い
る

が
、
防
火
水
槽
等
は
、
河
川
等

の
水
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
で
以
前
の
計
画
よ
り
増

や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
応
交
付
金

事
業
の
進
捗
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
の
進
捗
状
況

等
を
示
せ
。

村
長

対
象
事
業
の
進
捗
状
況

は
９
月
１
日
現
在
で
進

捗
率
47
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
予
算
化
し
て
い
る
事

業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
交
付
金
の
残
額
を
見
な
が

ら
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

交
付
金
の
残
額
を
ど
の

よ
う
な
も
の
に
使
っ
て

い
く
の
か
。

村
長

事
業
者
の
意
向
等
を
鑑

み
な
が
ら
、
地
域
経
済

が
衰
退
し
な
い
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

農
林
水
産
業
振
興
施
策
は

問

次
期
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、
ど
の
よ
う

に
農
林
水
産
業
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

村
長

農
林
水
産
業
の
発
展

は
、
全
て
の
産
業
の
底

上
げ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
活
力
の
原
動
力
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
担
い
手

不
足
な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
し

て
い
る
が
、一
次
産
業
の
持
続
、

発
展
の
た
め
、
生
産
者
や
関
係

団
体
等
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

配
置
の
考
え
は

問

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
相
談

体
制
を
構
築
し
、
地
域
の
情
報

を
発
信
し
な
が
ら
移
住
す
る
流

れ
に
つ
な
げ
る
た
め
、
村
外
在

住
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
移
住
、

定
住
の
促
進
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
は
。

村
長

移
住
・
定
住
促
進
対
策

と
し
て
住
宅
環
境
に
係

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
移

住
希
望
者
に
対
す
る
支
援
情
報

の
発
信
力
に
課
題
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
地
域
情
報
の
発
信

を
強
化
す
る
た
め
、
現
在
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
進

め
て
お
り
、
移
住
・
定
住
者
支

援
業
務
と
併
せ
て
実
施
し
て
い

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
災
害
時
の
障
が
い
者
支
援

常に万全の備えが必要です
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　緊急指定病院の医療体制は

村長　久慈医療圏で 20名の医師不足と試算
米田  徳一郎 議員

地域の医療体制の強化が望まれます

医療

問

緊
急
指
定
病
院
で
あ
る
県

立
久
慈
病
院
の
医
療
機

器
、
専
門
技
師
、
医
師
の
配
置
状

況
と
医
療
過
誤
の
現
状
と
対
応
状

況
は
。

村
長

県
立
久
慈
病
院
の
医
師
数

の
状
況
は
正
規
医
師
29

人
、
臨
時
医
師
３
人
の
計
32
人
に

臨
床
研
修
医
12
名
を
加
え
て
20
診

療
科
を
運
営
し
て
い
る
。
診
療
科

が
あ
っ
て
も
常
駐
す
る
医
師
が
い

な
い
科
が
麻
酔
科
を
含
め
て
５
科

あ
り
、
手
術
の
際
は
盛
岡
市
か
ら

来
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
久
慈

医
療
圏
で
の
医
師
不
足
数
は
20
名

と
試
算
さ
れ
て
お
り
今
後
も
町
村

会
や
県
、
国
に
対
し
、
医
師
確
保

に
向
け
て
要
望
し
て
い
く
。
必
要

な
医
療
機
器
の
設
備
は
整
備
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
過
誤
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
を
さ
れ
て
い
る

が
、
令
和
２
年
１
月
６
日
現
在
で

は
久
慈
管
内
の
病
院
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
県
が
公
表
し
て
い
る
医

療
過
誤
は
、
過
誤
が
法
的
に
確
認

さ
れ
て
認
め
ら
れ
た
部
分
で
あ

る
。
医
療
事
故
の
相
談
を
受
け
る

窓
口
を
創
設
す
る
場
合
、
専
門
的

な
知
識
が
必
要
と
な
り
、
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
が
で
き
る
か
含
め
、

事
例
な
ど
を
調
査
し
て
み
た
い
。

小
学
校
建
設

住
民
理
解
を
得
ら
れ
た
か

問

小
学
校
建
設
に
係
る
新
た

な
候
補
地
と
し
て
中
学
校

の
北
側
を
示
し
、
諮
問
・
答
申
を

得
て
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
た
の
か
。

村
長

21
世
紀
む
ら
づ
く
り
委
員

会
の
答
申
を
受
け
、
現
地

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
建
設
を
進

め
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
候
補
地
を
再
検
討
し

た
。
現
在
地
の
課
題
と
し
て
、
長

期
に
わ
た
り
資
材
の
搬
入
・
搬
出
、

資
材
置
き
場
の
確
保
、
騒
音
、
振

動
、
工
事
車
両
の
往
来
な
ど
、
児

童
の
学
校
生
活
に
与
え
る
影
響
が

大
き
く
困
難
で
あ
る
と
考
え
た
。

中
学
校
の
北
側
が
新
候
補
地
と
し

て
適
地
と
の
意
見
を
集
約
し
、
今

後
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
改

め
て
21
世
紀
む
ら
づ
く
り
委
員
会

に
諮
問
す
る
予
定
で
あ
る
。

村
職
員
の
中
途
退
職
の

要
因
は

問

小
田
村
政
以
降
、
一
身
上

の
都
合
と
は
い
え
中
途
退

職
者
が
正
職
員
で
約
７
名
い
る

が
、
そ
の
反
面
、
村
長
が
社
長
の

株
式
会
社
の
だ
む
ら
で
は
、
天

下
っ
た
職
員
が
約
10
年
の
長
期
雇

用
を
さ
れ
、疑
問
の
声
を
聞
く
が
、

職
員
の
退
職
原
因
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
再
任
用

職
員
の
任
用
基
準
を
ど
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
の
か
示
せ
。

村
長

中
途
退
職
者
で
か
つ
自
己

都
合
に
よ
る
も
の
は
、
平

成
26
年
度
以
降
、
毎
年
１
名
ず
つ

退
職
し
て
お
り
、
非
常
に
残
念
で

組
織
と
し
て
も
大
き
な
損
失
と
考

え
て
い
る
。
自
然
災
害
な
ど
で
事

務
が
煩
雑
に
な
っ
た
こ
と
も
要
因

の
１
つ
と
考
え
て
お
り
、
職
員
の

採
用
方
法
の
拡
充
や
休
暇
の
奨

励
、
組
織
の
再
編
な
ど
、
職
場
環

境
の
改
善
に
努
め
て
お
り
、
引
き

続
き
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
株
式
会
社
の
だ
む
ら
の
職

員
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
組
織
で

は
な
い
こ
と
か
ら
答
弁
を
控
え

る
。

地域住民に対して
丁寧な説明が求められます
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会議 議案
番号 議案名・議案内容 議決結果

第５回
臨時会
7/16

議　案
第１号

令和２年度野田村一般会計補正予算（第４号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ7,214万円を追加し、総額を47億3,154万9,000円にするもの。

可決
（賛成全員）

議　案
第２号

財産の取得に関し議決を求めることについて
　⇒学校給食センターのボイラー設備（取得予定価格1,199万円）を買入れするもの。

第６回
臨時会
8/19

議　案
第１号

令和２年度野田村一般会計補正予算（第５号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ688万6,000円を追加し、総額を47億3,843万5,000円にするもの。

議　案
第２号

財産の取得に関し議決を求めることについて
　⇒�消防防災の用に供するため、小型動力ポンプ付積載車（取得予定価格1,240万8,000円）を買入れ
するもの。

第５回
定例会
9/10

~

9/18

報　告
第１号

株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について
　⇒村が２分の１以上を出資している「株式会社のだむら」の経営状況などを報告するもの。

－

報　告
第２号

令和元年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
　⇒村の財政・経営状況などを報告するもの。

認　定
第１号

～

第８号

令和元年度野田村一般会計・各特別会計歳入歳出決算認定について
　⇒令和元年度の一般会計・各特別会計の歳入歳出決算を認定するもの。

認定
（賛成全員）

議　案
第１号

令和２年度野田村一般会計補正予算（第６号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ１億3,390万円を追加し、総額を48億7,233万5,000円とするもの。

可決
（賛成全員）

議　案
第２号

令和２年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ2,803万2,000円を追加し、総額を７億598万7,000円とするもの。

議　案
第３号

農業委員会の委員の過半数を認定農業者等又はこれらに準ずる者とすることに関し同意を
求めることについて
　⇒�令和２年11月に改選となる野田村農業委員会の委員の過半数を認定農業者等またはこれらに準ず
る者にするもの。

議　案
第４号

～

第11号

農業委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
　⇒農業委員会の委員を任命することについて議会の同意を求めるもの。

議　案
第12号

教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
　⇒教育委員会の委員を任命することについて議会の同意を求めるもの。

発議案
第１号

「少人数学級」の実現を求める意見書の提出について
　⇒少人数学級の実現に向けて必要な措置を講ずるよう国に対して求める意見書を提出するもの。

発議案
第２号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書の提出について
　⇒�地方税、地方交付税等の一般財源の総額の確保・充実に努めるよう国に対して求める意見書を提出
するもの。

議案一覧

※議長は採決に加わらない



　過去に発行された「議会だより のだ」は村
のホームページで見ることができます。

　村議会定例会は、３月・６月・９月・12月
に行われています。
　傍聴の手続きは、受付簿に必要事項を記入
するだけなのでとても簡単です。
　村の将来やあり方についての議論を直接聞
くことができます。皆様の傍聴をお待ちして
おります。

携帯電話やスマートフォンのカメラ機能で
読み取ると直接サイトにつながります
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TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

《問題》

　野田村の令和元年度の一般会計歳出
決算総額は？

　　①  約 2 0 億 円

　　②  約 4 0 億 円

　　③  約 6 0 億 円
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正解者の中から抽選で３名の方に 景品をプレゼント！

【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

    　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【応 募 先】
　　〒028-8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194-78-3995 まで

【締め切り】
　　11月20日消印有効とします。

【当選発表】
　 　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

過去の「議会だより」は
ＨＰから見ることができます

議会傍聴にお越しください

次の定例会は１２月です


